
分野防災・災害救助 東京ボランティア・市民活動センター　主任 柴田健次さん 
東京ボランティアセンター・市民活動センターでは現在市民学習

推進の一環として、各地域のボランティアセンターと連携し、主に

小中学校における総合的な学習の時間の支援を行っています。その他、

地域と連携した、都市災害に対する図上訓練等にも積極的に取り組

んでいます。夏休みのボランティアキャンペーンには高校生も参加

しています。 

防災・災害救助のボランティア活動 

「例えば自主防災組織に入って街歩きをすることが挙げられます。

民生委員や町会等にも加わっていただくとなおいいと思います。特に

高齢者や一人暮らしの方、障害者の方や妊婦・幼児のいる家庭の場所

や状況を事前にチェックしておきます。災害時に、安否の確認ができ

るようにするためです。これらの情報は、普段でにくい情報なのでボ

ランティアが歩いて、情報を把握してくることが大切です。各地域で

ボランティアセンターと連携して、危機管理が図れればいいですね。」 

活動後の気付きも大切に 

「清掃活動などはすぐできます。大切なのは、誰に対してやってい

るか、何のためにやっているか、やってみてどんなことに気付いた

かということです。振り返ることで地域の中の問題が見えてきます。

例えば、清掃活動からゴミの問題に気付き、探っていく中で自分は

何ができるか考え取り組む等ということです。実際にそのためのプ

ログラムをいろいろ試みてきました。」 

ボランティアと学校 

「ボランティアで大切なのは、きっかけは何でもいいので、自分で

気付き、どう動くのかを考えることと、それができる体制をつくる

ことです。学校から依頼されてプログラムを実施する際には、でき

ればプログラムを作る段階から、ボランティアの意味も含めて、先

生と一緒に考えていければいいと思います。こちらは、ノウハウは

いろいろありますから、お手伝いができます。 

子どもたちが自分なりの課題をもって進んで取り組み、何ができ

るのか考えてくれるような活動になればと思います。」 
 

東京ボランティア・市民活動センター 
〒162－0823　新宿区神楽河岸1－1 セントラルプラザ10階 
TEL：03－3235－1171　FAX：03－3235－0050 
URL：http://www.tvac.or.jp/

分野地域安全 特定非営利活動法人 日本ガーディアン・エンジェルズ　理事長 小田啓二さん 

分野国際理解 武蔵野市国際交流協会（M.I.A）　コーディネーター 三田善雄さん 
在住外国人支援や国際協力・交流活動の推進に取り組む武蔵野市

国際交流協会では、2000年度から学校の教員向けに「教員ワーク

ショップ」を実施しています。また、「むさしの国際交流まつり」や「青

年のための国際理解講座」などの様々なイベント・講座を開催し、地

域の国際理解推進にも取り組んでいます。 

教員ワークショップ 

「今年度は7月下旬に3日間の『夏期教員ワークショップ』を開催

するとともに、通年で『教員ワークショップ・実践研究会』（月1回）

を実施しています。地域に暮らす外国人や多くのNGOが参加してい

ます。ワークショップでは、国際理解教育をテーマに、外国人やNGO

と協働して、方法や素材、授業実践例、授業計画の検討を重ねています。

実際にNGOと協働して授業を行った都立高校の先生もいます。 

このワークショップを通して、協会とつながっているNGOや外国

人と出会うことができます。交流していく中で、その人たちと一緒

にどう授業をしたら、どのような内容に広がっていくかを考えてい

くことによって、授業の質が高まっていきます。青少年の体験活動

を考える上でも生かせると思います。ポイントは、双方がお互いの

ねらいに基づき、一緒に授業をつくっていくことです。」 

多数のボランティアが参加 

「協会が主催し毎年開催している『むさしの国際交流まつり』には、

今年もたくさんのボランティアが参加し、運営スタッフとして事前

の打ち合わせや当日の会場整理まで、自分のできることに取り組ん

でくれました。高校生も参加しました。その他、協会で開催している

講座にも、多くのボランティアが参加しサポートしてくれています。

小学校から、大学、商店街、様々な団体等と一緒に、地域に密着した

交流を推進しています。 

今後も在住外国人支援や国際協力・交流の経験を地域に生かし、

地域や学校の多文化化にこたえていくために、多様な視点と価値観

を紹介する様々な取組を展開していこうと考えています。」 
 

武蔵野市国際交流協会 
〒180－0022　武蔵野市境2－14－1スイング9F 
TEL：0422－36－4511　FAX：0422－36－4513 
メール：mia＠coral.ocn.ne.jp　URL：http://www.mia.gr.jp/

日本ガーディアン・エンジェルズは、街頭パトロールのほ

か、毎年全国100校以上の小中高校において安全セミナー

や防犯教室を実施しています。その他、PTAと連携して地域

安全に取り組んだり、携帯電話やパソコンに関する安全講習

なども実施したりしています。16歳以上ならばボランティ

アに参加することができ、高校生も活動しています。 

体験活動についてのアドバイス 

「具体的な活動としては、例えば高校生を連れて小中学校

で防犯教室を実施したり、高校生が私たちや地域の人と一緒

に小中学校を回って、パトロールをしたりすることも可能で

す。都内には6つの支部があります。声をかけていただけれ

ば喜んで協力します。こちらから伺うのはもちろん

構いませんし、パトロールやお祭りのサポート等の

私どもの活動を見に来ていただいてもいいです。 

その他、学校と一緒に、ボランティアグループを

作って活動する等のプロジェクトを実施すること

も可能です。また、警察と連携して地域の安全に取

り組むこともできるのではないでしょうか。地域の人材を積

極的に活用することで、高校生の体験活動も広がりますし、

社会性や公共性が育っていきます。」 

地域安全活動に際して 

「地域安全についての活動の際には、常に自分の考えを引

き出し、考えさせ、活動に参加させるということを心がけて

います。体験活動を通して学校外の人と積極的に接して、自

分の考えをもち、人のために汗を流す喜びを感じてほしいで

す。多くの人とかかわることで得るものは大きいはずです。

また、活動を通して、ルールやマナーを守る、人に迷惑をか

けない、という基本的なことを大切にした上で、自分で判断

できる応用力を身に付けてほしいです。」 
 
特定非営利活動法人 日本ガーディアン・エンジェルス 
中央区新川1－29－13 永代橋エコピアザビル地下1F 
TEL：03－3523－5300　FAX：03－3523－5366 
メール：info＠guardianangels.or.jp 
URL：http://www.guardianangels.or.jp

分野文化・スポーツ 特定非営利活動法人 KOMPOSITION（コンポジション） 代表理事 寺井元一さん 

分野高齢者福祉 社会福祉法人 至誠学舎立川　至誠キートスホーム 
園長 大村洋永さん　　ボランティアコーディネーター 西原恵子さん 

分野環境保全 特定非営利活動法人 地域パートナーシップ支援センター　理事長 小野紀之さん 

コンポジションは、場所と若い才能を結びつけることで、若者を

支援する活動を行っています。 

リーガルウォール…公園や民間のビル等、町の壁をボランティア

で清掃し、そこに若手のアーティストが壁画を描いて、壁を再生

する活動。多くのアーティストに活動と評価の場を提供している。 

美竹公園…渋谷区からの委託を受け、M・ジョーダンが寄贈した「ジ

ョーダンコート」及び美竹公園の企画運営を行っている。毎週日

曜に子ども・若者も一緒にバスケを楽しむイベント、公園のゴミ

から地域住民との交流まで、区と協働して公園づくりを推進。 

国内最高レベルのストリート

バスケ大会「ALLDAY」、公園

や陸上競技場を借り切り、ボラ

ンティアで一日限りの野外ト

レーニングジムを生み出す

「RUN CARAVAN」を実施。 

活動のヒント 

「ボランティアは、誰かのためにというだけでなく、やっている自

分自身も楽しく、うれしいものであると考えています。例えば、『リ

ーガルウォール』の活動にしても、壁の清掃などに参加することは

簡単ですが、それだけでは意味のある活動とは言えません。私たち

は若者の支援のために活動をしていて、そこには、自分たちが支援

している人が世の中に役立ってほしいという夢があります。ですから、

みなさんが取り組むのであれば、ゼロから始めてはどうでしょうか。

自分たちで支援したい人を探し、企画から内容、アピールの方法、活

動、事後のリサーチまですべてを実施します。私たちは、そのノウハ

ウを教えることなら喜んで協力します。自分の問題意識から始まって、

どう活動していくか、という学習ができればいいと思います。」 
 
コンポジション 
〒150－0043　渋谷区道玄坂2－15－1 ノア道玄坂314 
TEL/FAX：03－3463－8159　URL：http://komposition.org/

地域パートナーシップ支援センターでは、全国各地の子どもたち

が身近な自然や生活、人など「地域の宝」を自由に撮影し、写真ハガ

キにして全国に発信する「アイ・ラヴ・マイタウン プロジェクト」を

2007年度からスタートさせ、その運営に地域の企業をはじめ、大

人から学生まで参加してもらうことにしています。このような活動

を通じて、環境保全の取組を積極的に推進するとともに、地域交流

のきっかけを提供しています。都立高校への支援も行っています。 

奉仕体験活動のあり方について 

「奉仕体験活動については、環境保全活動の中に自然な形で取り入

れたいと考えています。それには、やってよかった、喜んでくれる人

がいる、という気持ちを高校生がもてるような活動にすることが大

切です。そのためには、誰のために、何ができるかをテーマも含め、

生徒自身に見つけさせるような授業計画を

立てなければなりません。私たちは、そのた

めのお手伝いをすることはできます。自分

の身近なところに題材はたくさんあります。

自分から進んで人の役に立ちたいという思

いを育てることが大切です。」 

外部からの学校支援について 

「学校支援については、こちらが前面に出てすべてやってしまうこ

ともできますが、それでは継続せず、その場限りで終わってしまい

ます。まず先生に、何がやりたいのかということをじっくり聞きます。

その上で多くの情報を示し、先生に見つけてもらいます。先生自身

に『こうしたい』という強い気持ちをもってほしいです。このように

活動そのものより、その前後の時間が大切になります。これまで何

をしてきたのか、何がしたいのか詳しく聞いたうえで、これからど

うしたらいいのか、相手のニーズに合わせて、ともに考えていきます。 

環境教育ももちろんそうですが、授業は、子どもの思いを大切にし、

主体性を育てるものでなければなりません。大人が押し付けるもの

では意味がありません。子どもの心にいつまでも残るものを、と常

に考えています。」 
 

地域パートナーシップ支援センター 
〒146－0083　大田区千鳥3－24－4 大塩ビル4F 
TEL：090－9673－5740　FAX：03－5482－9887 
メール：hirugi＠mb.infoweb.ne.jp 
URL：http://candp.or.jp/

至誠キートスホームは至誠ホームが経営する特別養護老人ホーム

です。ここには、開設の6年半前から専門のボランティアコーディ

ネーターが在席し、青少年の活動も含め専門に様々なボランティア

活動の支援に取り組んできています。現在、至誠キートスホームでは、

高校生が夏の体験ボランティアをきっかけに、自主的にボランティ

アに来ています。 

青少年の体験活動実施に向けてのヒント 

「年間カリキュラムの中で時間をかけて準備し、実践し、振り返る

ことが大切です。その中で、自分にできること、得意なこと、学んだ

ことを等身大でやればいいのです。例えば園芸部であれば、育てた

花を持ってくるだけでなく、入居者と一緒にお花を部屋に飾りなが

ら会話をして交流することなど。 

また、生徒の作品発表会などを、ここで行ってもいいと思います。

お年寄りの中にも、絵や陶芸が得意な方がいますから、そこで交流

が生まれます。作品の交換や、活動後の手紙の交換などその後の交

流も大切です。お年寄りは触れ合うことや、自分を訪ねてくれる人

がいることで自分自身の存在を再確認し感激します。自主的に取り

組む気持ちをもってください。」 

施設への訪問について 

「慰問であればお断りします。慰めを受ける対象ではありません。

皆さん主体的に前向きに生活されているのです。また、大勢で訪問

し見学して終わるのもいけません。積極的にお年寄りと交流してく

ださい。その際には謙虚な気持ちを忘れず、また事前学習で、声のか

け方や、ゆっくり話す方法、弱いほうに合わせることの大切さ等を

しっかり学んでから来てほしいです。そうすれば実践を通して、た

くさんの気付きを得ることができます。 

そして社会人として、訪問のマナーや相手への配慮を身に付ける

ことで、市民としての感性や常識を学んでほしいです。ボランティ

アはパートナーです。なくてはならない存在です。双方向の活動を

心がけ、心を閉ざさず、ゆとりや感性を磨いてほしいです。」 
 

至誠キートスホーム 
〒190－0002　立川市幸町4－14－1 
TEL：042－538－2323　FAX：042－538－2324 
URL：http://www.shisei.or.jp
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